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第10号（2025年3月発行）

02 数理工学センター開設１０周年
 ＜数理工学センター長　時弘 哲治＞

03 ニュース
 ・  国際研究集会(The IAFOR Undergraduate Research Symposium 2024 in Tokyo)に

数理工学科の学生の研究成果が採択され、発表を行いました

 ・  第18回データビジネス創造コンテストに参加しました

 ・  異分野異業種研究交流会2024で工学研究科数理工学専攻修士2年生の坪田凌輔さんが
ベストポスター賞を受賞しました

 ・  中島毅志さん（修士2年）が計算工学講演会で研究発表を行いました

 ・  本学の岡本朋揮さん（４年生）が
The 14th Taiwan-Japan Workshop for Young Scholars in Applied Mathematicsにて
Presentation Awardを受賞

   [Topic] インタビュー動画が公開されました

05 活動報告
 1 MCMEセミナー開催報告
 2 第9回 龍谷大学武蔵野大学連携シンポジウム
 　2024年度 龍谷大学武蔵野大学学生交流会
 3 MCMEシンポジウム2024開催報告
 4  EMaTの報告

研究集会を九州大学IMIと共催
 5 第10回数理工学コンテストの報告

10 センター員研究紹介
 1 金融数理：不確実性を制御する数理ファイナンスの世界　篠崎 裕司
 2 解ける方程式と交通流: 認識距離を導入した非線形可積分系の数理と応用　東　康平

12 センター員紹介／センター連絡先／編集後記
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　2015年4月に武蔵野大学工
学部数理工学科が開設されると
同時に、数理工学科の教育を研
究面から支えるために数理工学
センター（MCME: Musashino 
Center of Mathematical 
Engineering）が立ち上げら
れ、間もなく10周年を迎えよ
うとしています。この10年
間、MCMEは日本のみならず世
界の数理工学研究の拠点となる

ことを目指し着実に進んできたと感じています。初代センター長
の薩摩順吉先生が、専門的知識や高度な技術を有する優秀な人材
を育成し数理工学に関連した研究を発展させることとともに、学
内外から数理工学分野等に関するさまざまな情報・知見・知識の
研究情報を集約し、情報発信を積極的に行い数理工学研究の循環
を生みだすことを目指して設計された数理工学シンポジウムをは
じめとする種々のプログラムは、次のセンター長の坪井俊先生に
よりさらに深化しました。数理工学科大学院修士課程への進学者
も増え、M1が14名、M2が8名となりました。来年度は大学院
博士課程に進学する初めての学生も生まれます。様々な形でその
研究活動を支えることもMCMEの大きな役割です。社会情勢は
流動的であり、SDGsに代表される諸課題を解決するための技術
革新も求められる中、数学を基盤として社会に貢献する数理工学
の需要はますます高まっています。 MCMEは国内外の様々な機
関と協力して数理工学諸分野の発展に貢献しており、今後もその
役割はますます大きくなると思います。今後とも、皆様のご指導
ご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　MCMEの重要な活動である数理工学シンポジウムは、今年度
は11月13、14日の2日間有明キャンパスの会場とzoomでのオ
ンラインを同時に用いるハイブリッド形式で開催され、会場とオ
ンラインを合わせて100名をこえる参加をいただきました。毎
回素晴らしい講演者に来ていただいていますが、今回も海外から
の招待講演者を含む10名の最先端で活躍されている講師の方々
を招き、純粋数学の理論から産業界の動向まで多方面にわたるた
いへん興味深いお話を伺うことができました。今年度は武蔵野大
学創立100周年の年であり、その建学の精神が、仏教の根本精
神である四弘誓願（しぐぜいがん） を基礎とする人格教育にあ
ることにもちなんで、自然言語処理やデジタル技術を応用した仏
教研究を専門とされているお二人の講師にも講演していただきま
した。数理工学のすそ野が仏教研究分野にまで広がっていること
がわかり、学際的な研究、異分野との融合研究における数理工学
の重要性を改めて認識しました。数理工学シンポジウム後のアン
ケートでも好評で、来年度もさらに充実したシンポジウムを開催
したいと考えています。 
　一昨年度山口県長門市で開催された研究集会、昨年度の九州大
学伊都キャンパスでの研究集会に続き、今年度は大分県の九州
地区国立大学九重共同研修所・山の家（大分県玖珠郡九重町）

で開催されました。今回も合宿型の研究集会で、昨年度g-RIPS-
Sendaiで数理工学科学生の指導に当たっていただいた企業の方
3名をお招きし、九州大学をはじめとする他機関の研究者と数理
工学科の先生方および大学院生が様々なトピックスについて講演
し活発な研究討論と意見交換が行われました。また、これまでの
実績が評価され、武蔵野大学から相当額の予算措置がこの研究集
会になされ、たいへん充実した研究集会となりました。来年度も
継続してゆく予定です。 
　毎年行われている龍谷大学との連携シンポジウムは、今年度は
本学で2025年2月11日から3日間の予定で行われます。この連
携シンポジウムでは教員の研究発表とともに学生院生の研究報告
が行われ、数理工学科からは、今年度から数理工学科助教に着任
された東康平先生と、大学院生4名、学部4年生1名の講演が決
まっています。夏休み期間中に行われる龍谷武蔵野大学学生交流
会とともに、貴重な学生の交流の場です。来年度からは、このシ
ンポジウムは体制を見直し、他の大学との連携など新たな交流の
機会を設けることが検討されています。
　国内外の研究者に最先端の研究トピックについてお話しいただ
き、数理工学分野のすそ野を広げ、学際的な研究連携の促進を
目的とした数理工学(MCME)セミナーは、今年度は第70回から
第78回まで合計9回の開催となりました。うち2回は海外の講師
をお招きしています。有明の会場とzoomでのオンラインのハイ
ブリッド開催をおこなっており、対面での直接の情報交流ととも
に、多様な内容のセミナーにオンラインで容易に参加できる場を
提供しています。
　その他に、今年度で11回目となる大学入学前の学生を対象と
した数理工学コンテストの表彰式が2024年3月23日にオンライ
ンで行われました。また、2025年3月14日には、産学・異分野
連携を進めるための第3回連携探索ワークショップが、九州大学
マス・フォア・インダストリ主催、MCME共催として有明キャ
ンパスで開催される予定です。 2024年10月19日に、東京科学
大学で開催された異分野異業種研究交流会2024で修士2年生の
坪田凌輔さんがベストポスター賞を受賞するなど学生の学会や各
種コンテストにおける活躍も盛んです。詳細については本ニュー
スレターの記事をご参照ください。 
　関係者の異動につきましては、センター長を務められた坪井俊
先生が昨年度で退職され、東北大学知の創出センターに異動され
ました。また、長年数理工学コンテストの実行委員長などを務め
て来られた西川哲夫先生が退職されました。おふたりには客員研
究員として今後もMCMEの発展にお力添えいただきます。新し
いメンバーとしては、今年度篠崎裕司先生と東康平先生が着任さ
れ、現在は12名のセンター員、14名の客員研究員で研究活動を
おこなっております。また真原仁先生が数理工学センターの特別
研究員になられました。
　これからも当センターは数理工学からの社会貢献のために積極
的に活動してまいりますので、皆様のご支援をよろしくお願いい
たします。

数理工学センター開設１０周年
数理工学センター長　時弘 哲治

Message
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　学部生レベルの英語の研究発表の場である国際研究集会 The IAFOR Undergraduate Research Symposium (IURS)において、11 月26 日に数
理工学科の学生4名がプロジェクトという授業で得られた結果を英語で発表しました。

　2024年4月から9月にかけて行われたデータビジネス創造コンテスト（DIG 18）に、武蔵野大学工学部数理
工学科から2チーム（Wellness Informatics、マクローリン）が参加しました。コンテストでは、「ライフケアイ
ノベーション ～多次元データが拓く豊かな人生～」をテーマとし、花王株式会社から提供された仮想人体生成モ
デル(VITA NAVI)を用いて、豊かな人生につながる革新的なアイデアや施策が募集されました。VITA NAVIは、
年齢・性別・体重・血圧や、疾病、腸内菌叢、食生活・ストレス・睡眠など、全部で2,000を超える人体の属性
の同時分布を近似した生成モデルです。Wellness Informaticsチームは、66チーム中11チームが選ばれた予選
を見事突破し、本選会（2024年9月7日＠慶應義塾大学三田キャンパス）で最終プレゼンテーションを行い、入
賞しました。

　Wellness Informaticsチームは、「Kokoro Friend ～ AI-RANとARスマートグラ
スを用いたAI搭載うつ病対策デバイスの提案」と題する提案を行いました。具体的に
は、潜在的なうつ病患者の増加を問題意識とし、うつ病の要因分析を行った上で、ウェ
アラブルデバイスを活用しAIアバターによるメンタルケアを行うことを提案しました。

　マクローリン・チームは、「Sleep Deli ～ VITA NAVIが推薦する パーソナ
ライズド冷凍弁当サービス」と題する提案を行いました。具体的には、睡眠の
質を向上させる栄養素を特定し生活習慣の影響を分析した上で、それらの栄養
を補うことができる冷凍弁当サービスを提案しました。

国際研究集会(The IAFOR Undergraduate Research Symposium 2024 in Tokyo)に
数理工学科の学生の研究成果が採択され、発表を行いました

第18回データビジネス創造コンテストに参加しました

IoTグループ，発表者：萩原楓花さん
天候に応じてアラームを変更するアプリについて

データサイエンスグループ，発表者：那須陸空さん
SDG11に着目した投資戦略について

受賞の様子

Wellness Informaticsの提案概要

マクローリンの提案概要

データサイエンスグループ，発表者：中村知愛さん
日米経済指標の分析について

IoTグループ，発表者：谷本理子さん
SNSを利用した患者対応システムについて

News
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　6月10日から12日の3日間、第29回計算工学講演会が神戸国際会議場で行われ、修士2年の中島毅
志さんが「拘束条件付きニューラルネットワークによる時系列データのクラス分類」というタイトルで研
究発表を行いました。
　6月10日に中島さんが発表した「計算手法の数学解析と現実問題への適用」というセッションでは数
理研究者を中心に新しいモデリングや解析手法に関する研究発表がされており、近年ニューラルネット
ワークに関連した研究発表も見られるようになってきています。中島さんの研究は、学習に用いた時系列
データとニューラルネットワーク学習時の拘束条件の適合性から、生成メカニズムがまだわからない時系
列データの緩やかな分類を行う手法を提案するもので、ノイズの影響に関する質問にも追加の図を用いて
丁寧に説明していました。

　2024年10月19日（土）に、東京科学大学で開催された異分野異業種研究交流会2024にて、工学研究科数理工学専攻
修士2年生の坪田凌輔さんがポスター発表を行い、ベストポスター賞を受賞しました。
　数学・数理科学専攻若手研究者のための異分野・異業種研究交流会（研究交流会）は、数学専攻の博士課程学生をはじめ
とする数学・数理科学系の若手研究者と、諸科学や産業界とのマッチングの場として、2014年から開催され、数学を活用
した諸科学や産業への応用展開に数学の思わぬ力を発見してもらうことや、産業界や経済界の様々な分野で活躍できる場を
認識してもらうことを目的としたものです。
発表の詳細は以下のとおりです。

　２月27日、28日に明治大学 中野キャンパスで開催されたThe 14th Taiwan-Japan 
Workshop for Young Scholars in Applied Mathematicsに本学からは学生２名、院
生２名の計４名が参加し、自身の研究について英語による口頭発表を行いました。
　４年生の岡本朋揮さんは「Shape and stability of stationary solutions for the 　
1D Gray-Scott model」という題目で発表し、Presentation Awardを受賞しました。
　この研究発表交流会の発表はすべて英語で行われました。数理科学に関係する幅広い
分野の若手研究者が一堂に集まって交流することで、他分野の海外研究者に対しても自
分の研究内容を上手く説明できる「発信力の高い研究者の育成」を目指しており、これまでの受賞者の中からは大学教員も育っています。

上山大信センター員へのインタビュー動画が、YouTubeチャンネル「フリーアナウンサー篠
崎菜穂子の『とかない数学』」で公開されました。篠崎さんは数学コミュニケーターとして、
社会に数学の魅力を伝える活動をされています。同チャンネルでは、前センター長の坪井俊
さんのインタビューをはじめ、若手から著名な先生方まで、さまざまな方のインタビューが
配信中です。ぜひご覧ください。

https://www.youtube.com/@shinonao-math

To
p
ic

異分野異業種研究交流会2024で工学研究科数理工学専攻修士2年生の坪田凌輔さんが
ベストポスター賞を受賞しました

本学の岡本朋揮さん（４年生）がThe 14th Taiwan-Japan Workshop for Young Scholars in 
Applied MathematicsにてPresentation Awardを受賞

中島毅志さん（修士2年）が計算工学講演会で研究発表を行いました

News

表彰式の様子

中島さんの研究発表（質疑応答）

４年生の岡本朋揮さんPresentation Awardを受賞！

共同研究者の先生方との記念写真

著者氏名及び所属（発表者に*を付与）
*坪田凌輔 (武蔵野大学) ，松家敬介（武蔵野大学），東康平（武蔵野大学），佐々木多希子（武蔵野大学），時弘哲治（武蔵野大学）
ポスター題目
離散半線形波動方程式におけるlifespan 評価
ポスター概要
本研究では、べき乗型の非線形項を持つ単独の半線形波動方程式を離散化して得られる方程式の解のlifespan 評価を行う。離散化の
対象となる波動方程式は、初期条件が十分小さいとき、 非線形項に現れる指数がある値より小さいと爆発することが知られている。
Matsuya(2013) で提案された偏差分方程式は，もとの波動方程式と類似する結果を有することが証明されている。本研究では，
Matsuya(2013) により提案された偏差分方程式のlifespan 評価を行う。
坪田さんのコメント
この度、ベストポスター賞に選出して頂きました。このような素晴らしい賞を頂くことができとても喜ばしく思っています。先行研究を理
解するのが大変難しかったですが、東先生、時弘先生、松家先生、佐々木先生の指導のおかげで、結果を出すことができました。また、
MCME（数理工学センター）セミナーで問題を提供して頂いた東北大学の高村博之先生に厚くお礼申し上げます。まだ残っている課題が
たくさんある問題なので、研究を引き続き、頑張っていきます。
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第70回MCMEセミナー

日時：2024年6月6日（木）17：00 ～18：30（日本時間）

場所：武蔵野大学有明キャンパス4号館411教室、ハイブリッ

ド開催

講演者：冨田 昌 氏（明治安田生命収益管理部）

講演題目： 保険料改定を含む破産モデルと破産確率～

Cramér-Lundberg modelの一般化とその数学

的性質～

コーディネーター：篠崎 裕司（武蔵野大学工学部数理工学科 准教授）

第71回MCMEセミナー

日時：2024年6月21日（金）17：00 ～18：30（日本時間）

場所：武蔵野大学有明キャンパス4号館411教室、ハイブリッ

ド開催

講演者：高村 博之 氏（東北大学 大学院理学研究科数学専攻）

講演題目：常微分不等式の加藤の補題と半線形波動方程式へ

の応用

コーディネーター：佐々木 多希子（武蔵野大学工学部数理工学科 准教授）

第72回MCMEセミナー

日時：2024年7月12日（金）17：00 ～18：30（日本時間）

場所：武蔵野大学有明キャンパス4号館412教室、ハイブリッ

ド開催

講演者：坂上 貴之 氏（京都大学 大学院理学研究科）

講演題目：「ながれ」を言葉に：流線トポロジカルデータ解析

の理論と応用

コーディネーター：高石 武史（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

第73回MCMEセミナー

日時：2024年7月18日（木）17：00 ～18：30（日本時間）

場所：武蔵野大学有明キャンパス4号館411教室、ハイブリッ

ド開催

講演者：木村 正人 氏（金沢大学 理工研究域 数物科学系）

講演題目： 破壊現象フェーズフィールドモデルのエネルギー

散逸構造とその拡張

コーディネーター：高石 武史（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

第74回MCMEセミナー

日時：2024年8月5日（月）15：00 ～16：30（日本時間）

場所：武蔵野大学有明キャンパス4号館412教室、ハイブリッ

ド開催

講演者：JONG-SHENQ GUO (Tamkang University)

講演題目： Spreading dynamics for an epidemic 

model of West-Nile virus with shifting 

environment

コーディネーター：佐々木 多希子 (武蔵野大学工学部数理工学科 准教授）

第75回MCMEセミナー

日時：2024年11月6日（水）17：00 ～18：30（日本時間）

場所：武蔵野大学有明キャンパス4号館410教室、ハイブリッ

ド開催

講演者： Maissâ Boughrara (Institut Galilée, 

Université Sorbonne Paris Nord)

講演題目： Radial blow-up standing solutions for the 

semilinear wave equation

コーディネーター：佐々木 多希子 (武蔵野大学工学部数理工学科 准教授）

第76回MCMEセミナー

日時：2025年１月８日（水）17：00 ～18：30

場所：武蔵野大学有明キャンパス4号館410教室、ハイブリッ

ド開催

講演者： 渡邉 聡 氏(株式会社KDDI総合研究所 量子コン

ピューティンググループ )

講演題目：Lackadaisical quantum walkによる頂点探索

コーディネーター：松家 敬介 (武蔵野大学工学部数理工学科 准教授）

第77回MCMEセミナー

日時：2025年２月25日（火）16：00 ～17：30

場所：武蔵野大学有明キャンパス4号館411教室、ハイブリッ

ド開催

講演者：樋口 あや 氏(東京電機大学 理工学部 理工学科 理

学系)

講演題目：最新望遠鏡で探る星・惑星系形成

コーディネーター：時弘 哲治 (武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

第78回MCMEセミナー

日時：2025 年３月24日 (月) 14：30 ～16：45

場所：武蔵野大学有明キャンパス4号館412教室、ハイブリッ

ド開催

講演者：家田 雅志 氏 (東京理科大学 経営学部）

林 晃平 氏 (理化学研究所 数理創造プログラム)

森本 裕介 氏（三菱UFJ銀行）

セミナータイトル：One day workshop on Financial mathematics

コーディネーター： 篠崎 裕司（武蔵野大学工学部数理工学科 准教授）

数理工学セミナー（MCMEセミナー）を開催しました。

冨田 昌 氏
(明治安田生命 収益管理部)

問い合わせ先：武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター： 篠崎 裕司（武蔵野大学工学部数理工学科 准教授）

6月6日 (木) 17:00-18:30

第第70回回
武蔵野大学MCMEセミナー

↓参参加加登登録録ははここちちらら↓

破破産産理理論論はは損損害害保険数理の一分野であり、保険会社の純資産（（ササーーププ
ララスス））のの変変動動をを確率過程を用いてモデル化し、、破産確率などどののリリススクク
指指標標をを用用いいてて評評価価すするる。。モモデデルル化化のの方方法法ににつついいててはは、、Cramér-
Lundberg modelがが提提案案さされれたた後後、、様様々々なな拡拡張張がが試試みみらられれててききたた。。本本
講講演演でではは発発生生頻頻度度のの不不確確実実性性とと保保険険料料のの改改定定にに着着目目ししてて、、信信頼頼性性理理論論
ととのの整整合合性性をを踏踏ままええたたモモデデルルのの一一般般化化ででああるるGeneralized Cramér-
Lundberg modelをを紹紹介介しし、、破破産産確確率率をを含含めめたたそそのの数数学学的的性性質質をを説説明明
すするる。。説説明明にに際際ししててはは、、（（１１））保保険険契契約約者者数数をを複複数数ととすするるここととのの影影響響、、
（（２２））発発生生頻頻度度でで条条件件づづけけたた破破産産確確率率のの単単調調性性、、とといいっったた論論点点にに言言及及
すするる。。

国国際際展展示示場場駅駅 徒徒歩歩７７分分
東東京京ビビッッググササイイトト駅駅 徒徒歩歩6分分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館411教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切： ６/５（水）

M
usashino Center of M

athem
atical Engineering Sem

inar

樋口 あや 氏
(東京電機大学 理工学部 理工学科 理学系)

問い合わせ先：武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター： 時弘 哲治（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

2月25日 (火) 16:00-17:30

第第77回回
武蔵野大学MCMEセミナー

↓参参加加登登録録ははここちちらら↓

私私たたちちのの太太陽陽系系はは、、宇宇宙宙空空間間のの分分子子ガガススやや塵塵がが重重力力収収縮縮ししてて太太陽陽をを形形成成
しし、、そそのの後後太太陽陽周周辺辺にに形形成成さされれたたガガススやや塵塵のの円円盤盤内内でで惑惑星星がが生生ままれれ、、最最
終終的的ににガガススがが散散逸逸ししてて完完成成ししたたとと考考ええらられれてていいまますす。。近近年年、、大大型型望望遠遠鏡鏡
にによよるる観観測測でで、、ここののよよううなな惑惑星星系系のの形形成成現現場場をを捉捉ええるるここととががででききるるよようう
ににななっっててききままししたた。。本本講講演演でではは、、チチリリののアアタタカカママ砂砂漠漠にに建建設設さされれたたアアルル
ママ望望遠遠鏡鏡やや、、ハハワワイイののすすばばるる望望遠遠鏡鏡ににつついいてて紹紹介介しし、、最最新新のの観観測測結結果果をを
紹紹介介ししたたいいとと思思いいまますす。。ままたた、、現現在在関関わわっってていいるる次次世世代代宇宇宙宙望望遠遠鏡鏡
（（Black Hole Explorer, 2031年年打打ちち上上げげ予予定定））ややSquare Kilometer
Array（（SKA））ののププロロジジェェククトトににつついいててもも紹紹介介しし、、今今後後のの研研究究方方針針ににつつ
いいててももおお話話ししししたたいいとと思思いいまますす。。

国国際際展展示示場場駅駅 徒徒歩歩７７分分
東東京京ビビッッググササイイトト駅駅 徒徒歩歩6分分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館411教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切： 2/24（月）

Credit: ALMA (ESO/NAOJ/NRAO)

M
usashino Center of M

athem
atical Engineering Sem

inar

問い合わせ先:武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター:篠崎 裕司（武蔵野大学工学部数理工学科 准教授）

33月月 2244日日 (月) 14:30-16:45

第第78回回

1144::3300-- 1155::1155 家家田田雅雅志志氏氏 ((東東京京理理科科大大学学経経営営学学部部））
“連連続続時時間間確確率率制制御御のの数数理理フファァイイナナンンススへへのの応応用用””
連連続続時時間間確確率率制制御御ととはは、、ドドリリフフトト係係数数・・拡拡散散係係数数にに制制御御変変数数がが組組みみ込込ままれれたた確確率率微微分分方方程程式式にによよりり記記
述述さされれたたシシスステテムムをを所所与与のの評評価価基基準準にに基基づづいいてて最最適適化化すするる制制御御問問題題ででああるる。。
ここのの問問題題にに対対すするるメメジジャャーーななアアププロローーチチのの一一つつととししてて、、HHaammiillttoonn--JJaaccoobbii--BBeellllmmaann方方程程式式とと呼呼ばばれれるる非非
線線形形なな偏偏微微分分方方程程式式にに帰帰着着ささせせるる方方法法がが挙挙げげらられれるる。。
ここのの方方法法でではは近近年年、、機機械械学学習習やや深深層層学学習習をを用用いいたた数数値値解解法法ののブブレレイイククススルルーーががあありり応応用用範範囲囲のの拡拡大大
がが期期待待さされれてていいるる。。
本本講講演演でではは、、確確率率制制御御にに関関すするる基基本本的的なな事事項項をを説説明明ししたた後後、、講講演演者者がが行行っったた数数理理フファァイイナナンンススへへのの応応
用用例例ににつついいててポポーートトフフォォリリオオ最最適適化化をを中中心心にに紹紹介介すするる。。

1155::1155-- 1166::0000 林林 晃晃平平氏氏 ((理理化化学学研研究究所所数数理理創創造造ププロロググララムム））
““ララフフ・・ボボララテティィリリテティィ・・モモデデルルにに対対すするる数数値値計計算算法法””
ララフフ・・ボボララテティィリリテティィ・・モモデデルル（（RRVVモモデデルル））はは，，数数理理フファァイイナナンンススににおおけけるるssttyylliizzeedd ffaaccttのの一一つつででああるるボボララテティィ
リリテティィののララフフ性性をを加加味味ししたたモモデデルルととししてて，，近近年年注注目目さされれてていいるる．．RRVVモモデデルルでではは，，ボボララテティィリリテティィ過過程程をを定定めめ
るる確確率率過過程程ととししてて，，特特異異的的ななカカーーネネルルををももつつ確確率率VVoolltteerrrraa方方程程式式をを考考ええるるここととででボボララテティィリリテティィののララフフ性性をを
表表現現ししてておおりり，，ままたた，，従従来来のの価価格格決決定定理理論論ななどどをを適適用用ででききるる点点かからら，，実実務務応応用用のの面面かかららもも有有用用ななモモデデルル
ととししてて知知らられれてていいるる．．一一方方でで，，実実務務上上重重要要ででああるるRRVVモモデデルルにに対対すするる高高速速数数値値計計算算法法のの開開発発はは，，従従来来のの
確確率率微微分分方方程程式式（（SSDDEE））にに対対すするる結結果果とと比比較較ししてて発発展展途途上上ににああるる．．本本講講演演でではは，，RRVVモモデデルルににつついいてて説説明明
ししたたののちち，，そそのの高高速速数数値値計計算算法法ににつついいてて，，確確率率VVoolltteerrrraa方方程程式式にに対対すするるMMaarrkkoovv型型近近似似とと，，SSDDEEにに対対すするる
結結果果をを適適切切にに組組みみ合合わわせせるるハハイイブブリリッッドド手手法法にによよりり，，高高速速計計算算がが実実現現ででききるるここととをを紹紹介介すするる．．
ななおお，，本本研研究究はは篠篠崎崎裕裕司司氏氏（（武武蔵蔵野野大大学学工工学学部部数数理理工工学学科科））ととのの共共同同研研究究にに基基づづくく．．

1166::0000  -- 1166::4455    森森本本裕裕介介氏氏（（三三菱菱UUFFJJ銀銀行行））
““MMaarrkkeett  mmaakkiinnggをを活活用用ししたたアアルルゴゴリリズズムム執執行行ににおおけけるる最最適適戦戦略略””
近近年年のの金金融融市市場場でではは、、大大口口のの執執行行ををココンンピピュューータターーがが事事前前にに構構築築さされれたた戦戦略略にに基基づづきき自自動動でで行行うう、、アア
ルルゴゴリリズズムム執執行行がが普普及及ししてていいるる。。
アアルルゴゴリリズズムム執執行行のの戦戦略略はは、、mmaarrkkeett  iimmppaacctt
（（自自身身のの注注文文がが市市場場にに与与ええるる影影響響））、、mmaarrkkeett変変動動リリススクク、、
oorrddeerr方方法法((lliimmiitt//mmaarrkkeett  oorrddeerr))ななどどのの様様々々ななフファァククタターーをを
数数学学的的ににモモデデルル化化しし、、変変分分問問題題やや確確率率制制御御問問題題をを解解くく
ここととでで構構築築すするるここととががででききるる。。
本本講講演演でではは、、ここのの分分野野のの先先行行研研究究をを紹紹介介すするるととととももにに、、
自自身身のの最最近近のの研研究究ででああるる、、金金融融機機関関ののmmaarrkkeett  mmaakkiinngg
業業務務にによよるる内内部部流流動動性性をを活活用用ししたた執執行行戦戦略略ののモモデデルル化化
ににつついいてて紹紹介介すするる。。

武蔵野大学 第78回拡大MCMEセミナー

↓↓参参加加登登録録ははここちちらら↓↓

国国際際展展示示６６分分場場駅駅 徒徒歩歩７７分分
東東京京ビビッッググササイイトト駅駅 徒徒歩歩6分分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館412教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切: 3/23(日）

家田 雅志 氏 (東京理科大学 経営学部）
林 晃平 氏 (理化学研究所 数理創造プログラム)
森本 裕介 氏（三菱UFJ銀行）

M
usashino

Center of M
athem

atical Engineering
Sem

inar

高村 博之 氏
(東北大学大学院理学研究科数学専攻)

問い合わせ先：武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター： 佐々木 多希子（武蔵野大学工学部数理工学科 准教授）

6月21日 (金) 17:00-18:30

第第71回回
武蔵野大学MCMEセミナー

↓参参加加登登録録ははここちちらら↓

台がコンパクトで小さな初期値をもつ非線形波動方程式には、、古典解
のの最最大大存存在在時時間間のの下下界界をを初初期期値値のの小小ささささでで表表現現すするる一一般般論論がが存存在在すするる。。
そそのの結結果果はは、、空空間間次次元元とと冪冪型型非非線線形形項項のの次次数数にによよっってて分分類類さされれるる。。一一
般般論論のの最最適適性性をを保保証証すするるモモデデルル方方程程式式はは、、大大ききくく分分けけてて二二種種類類あありり、、
そそのの一一つつ、、未未知知関関数数自自身身のの冪冪型型非非線線形形項項ををももつつ波波動動方方程程式式はは、、古古くくはは
1970年年代代かからら解解析析さされれてて来来たた。。本本講講演演ででははそそのの方方程程式式のの解解のの最最適適時時間間
爆爆発発にに焦焦点点をを当当てて、、複複数数のの証証明明方方法法をを解解析析のの歴歴史史とと共共にに概概観観しし、、最最もも
強強力力なな方方法法ととそそのの時時間間変変数数係係数数消消散散項項付付きき方方程程式式へへのの応応用用をを紹紹介介すするる。。

国国際際展展示示場場駅駅 徒徒歩歩７７分分
東東京京ビビッッググササイイトト駅駅 徒徒歩歩6分分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館411教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切： ６/２０（木）

M
usashino Center of M

athem
atical Engineering Sem

inar

坂上 貴之 氏
(京都大学 大学院理学研究科)

問い合わせ先：武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター： 高石 武史（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

7月12日 (金) 17:00-18:30

第第72回回
武蔵野大学MCMEセミナー

↓参参加加登登録録ははここちちらら↓

流体運動に現れる複雑なパターンは刻一刻とその変え，，とどまるとこ
ろろががあありりまませせんん．．私私たたちちははここううししたた流流れれパパタターーンンのの変変化化かからら，，どどののよよ
ううなな有有効効情情報報をを抜抜きき出出すすここととががででききるるででししょょううかか？？ここのの問問いいにに対対ししてて，，
私私たたちちのの研研究究ググルルーーププででははトトポポロロジジーーとと力力学学系系のの理理論論をを用用いいてて，，流流線線
パパタターーンンにに固固有有のの離離散散木木構構造造おおよよびび文文字字列列表表現現をを与与ええるる数数学学理理論論とと，，
そそれれにに基基づづくく流流線線トトポポロロジジカカルルデデーータタ解解析析（（Topological Flow Data
Analysis=TFDA)をを開開発発しし，，大大気気・・海海洋洋・・医医療療・・産産業業分分野野のの諸諸問問題題にに
適適用用ししてていいまますす．．本本講講演演ででははTFDAのの理理論論概概要要をを説説明明しし，，心心臓臓エエココーー
画画像像にに対対すするるTFDA解解析析にによよるる心心臓臓左左心心室室内内のの渦渦流流同同定定問問題題へへのの応応用用
例例ををおお話話ししししまますす．．

国国際際展展示示場場駅駅 徒徒歩歩７７分分
東東京京ビビッッググササイイトト駅駅 徒徒歩歩6分分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館412教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切： ７/１１（木）

M
usashino Center of M

athem
atical Engineering Sem

inar

木村 正人 氏
(金沢大学 理工研究域 数物科学系)

問い合わせ先：武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター： 高石 武史（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

7月18日 (木) 17:00-18:30

第第73回回
武蔵野大学MCMEセミナー

↓参参加加登登録録ははここちちらら↓

本講演では、、近年注目を浴びている破壊現象フェーズフィールドモデ
ルルにに関関ししてて、、ここれれままででのの発発展展をを概概観観すするるととととももにに我我々々のの研研究究ググルルーーププ
ににおおけけるる最最近近のの結結果果ににつついいてて紹紹介介すするる。。特特徴徴ととししてて、、１１））古古典典的的破破壊壊
理理論論ととのの整整合合性性、、２２））エエネネルルギギーー散散逸逸等等式式、、３３））亀亀裂裂融融合合・・分分裂裂をを含含
むむ自自動動亀亀裂裂経経路路選選択択、、４４））様様々々なな状状況況下下ででのの破破壊壊現現象象へへのの拡拡張張、、５５））
２２D/3D汎汎用用有有限限要要素素ソソフフトトウウエエアアととのの親親和和性性、、がが挙挙げげらられれるる。。最最初初にに、、
亀亀裂裂のの不不可可逆逆進進展展性性・・亀亀裂裂のの接接触触条条件件ななどどととののエエネネルルギギーー勾勾配配構構造造とと
のの両両立立ににつついいてて紹紹介介しし、、そそのの後後、、エエネネルルギギーー散散逸逸等等式式をを保保っったたモモデデルル
のの様様々々なな拡拡張張ににつついいてて紹紹介介すするる。。
本本講講演演のの内内容容はは、、高高石石武武史史氏氏（（武武蔵蔵野野大大））
他他ととのの共共同同研研究究にに基基づづくく。。

国国際際展展示示場場駅駅 徒徒歩歩７７分分
東東京京ビビッッググササイイトト駅駅 徒徒歩歩6分分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館411教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切： 7/17（水）

M
usashino Center of M

athem
atical Engineering Sem

inar

JONG-SHENQ GUO
Distinguished Research Chair Professor 

(Tamkang University)

コーディネーター： 佐々木多希子（武蔵野大学工学部数理工学科 准教授）

問い合わせ先：武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

8月5日 (月) 15:00-16:30

JONG
第第74回回

武蔵野大学MCMEセミナー

↓参参加加登登録録ははここちちらら↓

We study the disease-spreading dynamics of the West Nile virus
(WNv) epidemic model under shifting climatic conditions. A WNv
epidemic model is developed incorporating a shifting net growth
term to depict the evolving mosquito habitat.
First, we comprehensively characterize the spreading dynamics
of mosquitoes for any given climate change speed compared with
the intrinsic spreading speed of mosquitoes.
Utilizing the results from mosquito dynamics, we determine the
spreading dynamics of infected birds and mosquitoes, taking into
account relationships among the shifting
speed and the spreading speeds of mosquito
and WNv. Ultimately, we find that infected
mosquitoes and birds propagate, and their
population densities converge to a stable
Positive endemic state. This paper provides
crucial insights into the impact of climate
change on the spread of vector-borne
diseases such as WNv.

国国際際展展示示場場駅駅 徒徒歩歩７７分分
東東京京ビビッッググササイイトト駅駅 徒徒歩歩6分分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館412教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切： 8/4（日）

M
usashino Center of M

athem
atical Engineering Sem

inar

Maissâ Boughrara
(Institut Galilée, Université 

Sorbonne Paris Nord)

コーディネーター： 佐々木多希子（武蔵野大学工学部数理工学科 准教授）

問い合わせ先：武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

11月6日 (水) 17:00-18:30

Maissâ
第第75回回

武蔵野大学MCMEセミナー

↓参参加加登登録録ははここちちらら↓

We consider the following semilinear wave equation with 
subconformal power nonlinearity in dimension 𝑵𝑵:

𝝏𝝏𝒕𝒕𝟐𝟐 𝑼𝑼 = 𝚫𝚫 𝑼𝑼 + 𝑼𝑼 𝒑𝒑−𝟏𝟏𝑼𝑼,
where 𝒑𝒑 > 𝟏𝟏 and if 𝑵𝑵 ≥ 𝟐𝟐 then 𝒑𝒑 ≤ 𝟏𝟏 + 𝑵𝑵−𝟏𝟏

𝟒𝟒 .
We are able construct a radial blow-up solution which converges, in
similarity variables, to a soliton near (𝒓𝒓𝟎𝟎, 𝑻𝑻 (𝒓𝒓𝟎𝟎)) for a given 𝒓𝒓𝟎𝟎 > 𝟎𝟎,
where 𝑻𝑻(𝒓𝒓𝟎𝟎) is the local blow-up time. For this purpose, we use a
modulation technique allowing us to kill the nonnegative modes of
the linearized operator of the equation around the soliton, in
similarity variables. We will also use some energy estimates from
the one dimensional case, with a new idea to control of some
additional term we have in our case.
Combining all this with
topological argument,
we are able to trap our
error in some shrinking
set for well chosen initial data.

国国際際展展示示場場駅駅 徒徒歩歩７７分分
東東京京ビビッッググササイイトト駅駅 徒徒歩歩6分分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館410教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切： 11/5（火）

M
usashino Center of M

athem
atical Engineering Sem

inar

渡 邉 聡 氏
(株式会社KDDI総合研究所
量子コンピューティンググループ)

問い合わせ先：武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター： 松家 敬介（武蔵野大学工学部数理工学科 准教授）

1月8日 (水) 17:00-18:30

第第76回回
武蔵野大学MCMEセミナー

↓参参加加登登録録ははここちちらら↓

quantum walkは頂点グラフの目標点を高速に探索する際に用いられる。
ここののquantum walkででself loopをを加加ええたたももののををlackadaisical quantum
walkとと呼呼びび、、探探索索のの成成功功確確率率のの向向上上やや探探索索のの高高速速化化にに用用いいらられれててききたた。。
ここここでで頂頂点点ググララフフにに置置いいてて、、従従来来ののココイインン作作用用素素でではは探探索索ででききなないいよようう
なな例例外外的的なな配配置置がが存存在在すするる。。(例例ええばば2次次元元のの周周期期境境界界条条件件をを課課ししたた格格子子
ににおおいいてて、、隣隣接接ししたた2点点がが目目標標点点のの場場合合、、対対角角線線上上にに目目標標点点がが並並んんだだ場場合合
ななどど)
本本発発表表ででははlackadaisical quantum walkののココイインン演演算算子子をを変変形形ししたた新新たた
ななココイインンをを導導入入すするるここととにによよっってて頂頂点点ググララフフににおおけけるる様様々々なな例例外外的的配配置置
をを探探索索ででききるるここととをを紹紹介介すするる。。発発表表にに置置いいててはは今今回回新新たたにに研研究究ししたた2次次元元
のの周周期期境境界界条条件件をを課課ししたた格格子子ににHanoi型型ののlong edgeをを付付けけ加加ええたたググララフフ
ににつついいててのの結結果果をを紹紹介介すするる。。本本研研究究ははGiri Ranjan Pulak氏氏(株株式式会会社社
KDDI総総合合研研究究所所)ととのの共共同同研研究究にに基基づづいいてていいるる。。

国国際際展展示示場場駅駅 徒徒歩歩７７分分
東東京京ビビッッググササイイトト駅駅 徒徒歩歩6分分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館410教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切： 1/7（火）

M
usashino Center of M

athem
atical Engineering Sem

inar

活動報告❶
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活動報告❷

　本年度も龍谷大学との連携シンポジウムを開催いたしまし
た。第9回目となる本シンポジウムは龍谷大学 瀬田キャン
パスにて対面形式で開催いたしました。本シンポジウムで

は、様々な分野のトピックについて多数の研究発表があり、
学生同士の活発な交流がなされた有意義なシンポジウムとな
りました。

　今年度で４回目となる龍谷大学武蔵野大学学生交流会を
ZOOMを用いたオンライン形式で開催いたしました。交流
会では龍谷大学・本学の学生同士が自身の興味があることに

ついて発表し、同世代ならではの自由な議論がなされまし
た。学生同士でチベーションを高めあうよい交流会となりま
した。

第９回 龍谷大学武蔵野大学連携シンポジウム

2024年度 龍谷大学武蔵野大学学生交流会

日時： ２０２４年２月２２日(木)～２月２４日(土)　場所：龍谷大学 瀬田キャンパス １号館５３４教室

【講演タイトル】（講演順）

時弘 哲治（武蔵野大学 教授） 「ファジーセルオートマトンと交通流モデル」

藤田 海渡（武蔵野大学 M1） 「フェンシング競技のフルーレ種目における画像分析を用いた有効突き判定装置」

福井 隆史 (龍谷大学 M1) 「免疫炎症性疾患のキーポイントにおけるIL-6/TGF-βの関与」

濱田 一輝 (武蔵野大学 B4) 「北海道における新しい鉄道のあり方（e-Govデータコンテストの最優秀賞受賞報告）」

深尾 武史 (龍谷大学 教授) 「接合問題の厚み0極限としての動的境界条件」

楊 家宝（武蔵野大学 M1） 「連続最適化に対する数値解析学的アプローチと非凸最適化問題への応用」

大川 航平（龍谷大学 M2） 「数値シミュレーションにおける変化球の軌道再現」

清水 千晶（武蔵野大学 M1） 「非線形Klein-Gordon系に対する差分スキームの誤差評価」

坪田 凌輔 (武蔵野大学 M1) 「離散半線形波動方程式の爆発解の誤差評価」

村井 杏実（龍谷大学 M2） 「非線形境界条件を有する時間非整数階拡散方程式の数学解析」

由良 文孝（武蔵野大学 教授） 「パターン形成の排除体積効果依存性について」

日時： ２０２４年１０月５日(土)　場所：オンライン開催（zoom）

【講演タイトル】（講演順）

桝井りんか（龍谷大学 B4） 「n 乗根の性質について」

豊田蒼馬（武蔵野大学 B3） 「ホテルの稼働率予測について」

曽我 隼人 (龍谷大学 B4) 「距離空間の完備性について」

菅野 美優 (武蔵野大学 M1) 「マッケンドリック方程式について」

前田 壱成 (龍谷大学 B4) 「Cauchy の判定条件の軽微な違いについて」

山尾 吏陽登 (龍谷大学 B4) 「級数の収束性」

矢代 優多（武蔵野大学 B4） 「より糸の断線モデル」

佐部利 旭（龍谷大学 B4） 「上極限・下極限に対する複数の定義の同値性」

布施 凌磨（武蔵野大学 B4） 「有毒プランクトンの数理モデルに関する数値計算」

中村 公亮 (龍谷大学 B4) 「Heine-Borel の定理」

長棹 由真（武蔵野大学 M1） 「フェーズフィールドモデルの基礎」

田中 一颯（龍谷大学 B4） 「連続の同値性」

中川 佳音（龍谷大学 B4） 「連結の概念を用いた中間値の定理の証明」
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　2024年11月13日、14日、「武蔵野大学数理工学シンポ
ジウム2024」は多くの方にご参加いただけるよう、武蔵野
大学有明キャンパス会場とZOOM会場を使うハイブリッド
形式で開催されました。今回、第10回をむかえた本シンポ
ジウムは、諸分野の著名な先生方に数理工学の魅力や最先
端の研究等について講演していただき、数理工学に関する
様々な情報・知見・知識を共有することを目的としています。

この度は、第10回を記念して、仏教と情報工学に関するセ
ッションを企画し、好評を得ました。対面・リモート併せて
100名を超える多数のご参加をいただき、分野横断的な活
発な議論が行われました。参加者からは様々な分野の発展・
実用的内容が分野外の研究者にもわかりやすく提供される貴
重な場であると好評でした。

武蔵野大学数理工学シンポジウム2024が開催されました
（2024年11月13日、14日） ハイブリッド開催

= プログラム =

11 月 13日（水） 

  9：50 オープニング

10：00 - 11：10 “ 画像輪郭抽出法：実験数学と防災数学の視点から ”
   矢崎 成俊（明治大学 理工学部 数学科）

11：20 - 12：30 “ 確率微分方程式の弱近似解法を用いた、新しい深層学習機械 ”
   二宮 祥一（東京科学大学 理学院数学系）

昼休み

13：30 - 14：40 “ 計算機シミュレーションのための深層学習 ”
   松原 崇（北海道大学 大学院情報科学研究院）

14：50 - 16：00 “ 日本におけるデジタル人文学の構築と仏教研究 ”
   下田 正弘（武蔵野大学 ウェルビーイング学部 / 大学院仏教学研究科）

16：20 - 17：30 “ 仏教研究のデジタル化における国際標準規格の意義と可能性 ”
   永崎 研宣（慶應義塾大学 文学部 , 一般財団法人 人文情報学研究所）

18：00 -  情報交換会

11月 14日（木）

10：00 - 11：10 “ 器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析 ”
   森下 喜弘（理化学研究所 生命機能科学センター）

11：20 - 12：30 “ 結び目理論とその応用 ”
   小鳥居 祐香（広島大学 , WPI-SKCM², 理化学研究所）

昼休み

13：30 - 14：40 “Variational Methods and Traveling Wave Solutions of Reaction-diff usion Equations”
  Chiun-Chuan Chen（国立台湾大学）

14：50 - 16：00 “ 計算社会科学で理解するWeb における人間行動 ”
   高野 雅典（サイバーエージェント）

16：20 - 17：30 “ 心理学における錯覚研究の可能性と意義 ”
   一川 誠（千葉大学 大学院人文科学研究員）

17：30  クロージング 

組織委員：時弘哲治, 阿部修治, 上山大信, 木下修一, 櫻井建成, 高石武史, 由良文孝 

         松家敬介, 佐々木多希子, 篠崎裕司, 森竜樹, 東康平

主催： 武蔵野大学 数理工学センター　(MCME: Musashino Center of Mathematical Engineering)
共催： 理化学研究所 数理創造プログラム

問い合わせ：Tel: 03-6865-8051   E-mail: mcme@musashino-u.ac.jp

参加登録は右のQRコードから11月12日までにお願いします。
参加費無料・要参加登録、一般の方もご参加いただけます。

クロージング17：30
“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”“心理学における錯覚研究の可能性と意義”
一川 誠（千葉大学 大学院人文科学研究院）16：20 - 17：30

“計算社会科学で理解するWebにおける人間行動”
高野 雅典（サイバーエージェント）14：50 - 16：00

“Variational Methods and Traveling Wave Solutions of Reaction-diffusion Equations”

Chiun-Chuan Chen（国立台湾大学）13：30 - 14：40
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小鳥居 祐香（広島大学, WPI-SKCM , 理化学研究所）11：20 - 12：30

“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”“器官形態形成則解明に向けての組織・細胞動態の定量解析”
森下 喜弘（理化学研究所 生命機能科学センター）10：00 - 11：1010101010101010：00000000 - 11- 11- 11- 11：：：：：：：10
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永崎 研宣（慶應義塾大学 文学部, 一般財団法人 人文情報学研究所）16：20 - 17：30

“日本におけるデジタル人文学の構築と仏教研究”
下田 正弘（武蔵野大学 ウェルビーイング学部/大学院仏教学研究科）14：50 - 16：00

“計算機シミュレーションのための深層学習”
松原 崇（北海道大学 大学院情報科学研究院）13：30 - 14：40

“確率微分方程式の弱近似解法を用いた、新しい深層学習機械”
二宮 祥一（東京科学大学 理学院数学系）11：20 - 12：30
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矢崎 成俊（明治大学 理工学部 数学科）10：00 - 11：10
オープニング9：5099：：：：5050505050505050

11/13  Wed.
於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）
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於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）

MCME SYMPOSIUM 2024
2024年度 武蔵野大学 数理工学シンポジウム

小鳥居 祐香（広島大学, WPI-SKCM小鳥居 祐香（広島大学, WPI-SKCM , 理化学研究所）, 理化学研究所）
2
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活動報告❹

　EMaT工学系数学統一試験は、工学系数学に焦点を当て、全国の工学
系学部生および高専生を対象とした試験です。試験範囲は工学系数学の
4分野である、微分積分、線形代数、常微分方程式、確率・統計におけ
る必須事項の数学としており、これらの基礎学力の底上げと学生自身の
基礎学力の底上げに対する自己啓発を目的としています。昨年度に引き
続き今年度も武蔵野大学工学部数理工学科の2年生が受験しました。
　2024年度は武蔵野大学工学部数理工学科の学生を含め、各大学・高
専1384名の学生が受験しました。2年生の学生たちは3年生になると
自身の進路やキャリア形成についてより強く意識するようになります。
今回の結果は学生自身がこれまでの学習成果を客観的に評価する貴重
な材料になると考えられます。EMaT工学系数学統一試験をはじめとし
て、工学部数理工学科・工学研究科数理工学専攻の全ての学生が自身の
学習成果を評価する機会をもち、各自の次の目標に向かって学習・研究
に励んでもらえるとよいと願っております。

数理工学科2年次の学生を対象にEMaT
工学系数学統一試験を2024年12月14日に実施いたしました。

　本研究集会は、九州大学マス・フォア・インダストリ研究所の共同利用・
共同研究拠点「産業数学の先進的・基礎的共同研究拠点」研究集会Ⅱ「機械
学習と数理モデルの融合」(2023年9月開催)の継続と位置付けられる研究
集会です。この研究集会に引き続き、機械学習と数理モデルの融合に焦点を
当て、理論と実装の両面から議論をし、新しい課題の認識と分野を横断した
研究協力体制の構築を目的といたしました。
　2023年6月中旬から8月初旬まで東北大学材料科学高等研究所でg-RIPS-
Sendaiプログラムが開催され、組織委員3名が所属する武蔵野大学の大学
院生、学部生5名が参加しました。そこでは、アメリカと国内の参加者がグ
ループとなり、集中的に課題に取り組み、解決に至る道筋を学びました。本研究集会では、g-RIPSで武蔵野大学の学生が参加
したグループに研究課題を提供していただいた大野正夫氏（株式会社IHI）、石川光氏(株式会社IHI)、Mohammad Yasser氏
(NEC Corporation)、樋口博之氏(富士通株式会社)、g-RIPSに参加した大学院生を含む数理工学系の学生、数理工学系の分野
を専門とする研究者が一堂に会して互いに補完しうる点等を議論し、社会課題解決のための新たな数理モデル構築の可能性を探
りました。
　また、講演者を含む49名の方に参加していただいた、AI を活用する企業とトポロジー、ネットワーク理論、数値解析など多
岐の分野にわたる研究者や大学院生が集まり議論することで、機械学習技術の様々な分野への応用と実装、共同研究体制の構築
に対して大きな可能性が生まれたと考えています。また、関数解析など、数学理論に精通する研究者も参加し、機械学習の基礎
理論の整備につながる有意義な議論を行うこともできました。この研究集会により、今後、一層充実した研究活動ができると期
待されます。

九州大学マス・フォア・インダストリ研究所、
武蔵野大学数理工学センターの共催で研究集会

「機械学習と数理モデルの融合と理論の深化 Ⅱ」を開催しました

【参考】九州大学マス・フォア・インダストリ研究所の共同利用・共同研究拠点「産業数学の先進的・基礎的共同研究拠点」2024年度 採択研究一覧

２０２４年

Engineering Mathema�cs Test

工学系数学統一試験

EMaT

出題分野︓微分積分、線形代数、常微分方程式、確率・統計
　　　　　（受験分野の選択は各学校の指示による）
試験時間︓４分野受験の場合　13︓10 ～ 16︓10（１分野あたり 40 分）
対 象 者 ︓理工学系学部生、高専生、大学院生
試験成績︓2025 年 1 月 21 日（火）に開示の予定（開示方法は後日HP に掲載）
正解発表︓2024 年 12 月19 日（木）に開示の予定（解説と共に HP に掲載）
受験申込︓各大学の指定窓口　※指定窓口がない場合は EMaT の HP を参照
解答方法︓択一式（マークシートに解答）
試験会場︓各学校で別途掲示

【実績】　大学院入試での利活用 （広島大、 山口大、 琉球大、 創価大）

工学系数学統一試験合同運営委員会
個人情報の取り扱い

成績データなどの個人情報は、 個人の成績評価および関連学部工学系数学教育の

点検 ・評価 ・改善のためのデータとしてのみ使用し、 その他の目的には使用しません。 E-mail: staff2024@aemat.jp

受験料 無料
h�ps://www.aemat.jp/exam/

１２月１４日（土）

申込期間︓10月1日（火）～10月31日（木）17︓00 ※締切厳守
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活動報告❺

【はじめに】
　武蔵野大学数理工学科では、数理工学の普及や数理工学教
育の発展に貢献することを目指して、2014年度の第1回以
来、数理工学コンテストを毎年開催している。今回、2023
年度第10回数理工学コンテストを開催した。本コンテスト
において、本学数理工学科の数理工学教育方針に沿った形
で、１）数理的な考え方による数式化と２）統計的なデータ
分析の二つのテーマ設定で募集を行った結果、全国各地の中
学生、高校生から53作品の応募を得た。

【募集要項】
　以下のようなテーマを設定した。
身の回りの事項や社会的な問題に対して、
1) 数学や物理などの数理的な考え方を用いて数式化を行

い、対象や問題の性質を説明する。
2) 統計的なデータ分析を行い、問題を解決するための有益

な情報を取り出す。あるいは興味深い解析結果を導く。
応募資格としては、中学生・高校生・大学受験生の個人、も
しくはグループとし、A4判縦長用紙に横書きで8枚以内と
した。応募期間としては、2023年11月1日～ 2024年1
月31日とした。レポートの実例をテーマ１とテーマ２それ
ぞれについて作成して示した（テーマ１：「ランダムウォー
クを利用した蟻の帰巣メカニズムの検証」、テーマ２：「大
相撲の決まり手の数と力士の体重の相関についての分析」）。

【応募状況と受賞作品】
　最優秀賞作品は、「クリアファイル切断時に断面が接着す
る原因の分析とその応用」である。クリアファイルを重ねて
はさみで切った際、切断面が接着することに疑問を持ち、そ
の原因を明らかにして、この現象の活用方法を見つけること
を目的として、実験と理論的な考察を行ったものである。優
秀賞作品には、「文化祭における人の流れの分析」、「魚(チ
ダイ)の個体データから産地(大分/青森)を判定できるか？」、

「地球沸騰化時代の大洲盆地の夏　－熱中症を防止するため
に－」が選ばれた。他にも発想が多様で興味深い作品が多く
あった。アドバイスとしては、研究の様々な場面で、調査を
徹底的に行うということが挙げられる。テーマを決める際や
分析を進めていく際に調査を十分やっていけば、既存研究の
上にオリジナルな成果を積み上げることができるであろう。
全体的にレポートとしてのレベルが高く、審査では大変苦労
した。
　授賞作品選考は西本照真蔵野大学学長を始めとする7名の
選考委員によって行われ、最優秀賞が1作品、優秀賞が3作
品、奨励賞が5作品、選考委員賞が5作品、ジュニア奨励賞
が4作品選考され、ホームページで公開された。

(ht tps://www.musashino-u.ac.jp/academics/facult y/engineer ing/mathemat ical_

engineering/mathematical_engineering_contest.html)

　表に受賞作品のリストを示す。最優秀賞作品と優秀賞作品
はPDFファイルで公開した。授賞式は、2024年3月23日
(土)にオンラインで開催された。

2023年度第10回数理工学コンテストの開催

2023年度第10回数理工学コンテストの開催

優秀賞（3作品）
作品名 作者名 学校名・学年

文化祭における人の流れの分析 川原 黄龍、大下 智士、的
野 陽向、宮本 晶平 広島学院高等学校 2年生

魚(チダイ)の個体データから産地(大分/青森)を判定できる
か？ 倉嶋 里佳 光塩女子学院中等科 2年生

地球沸騰化時代の大洲盆地の夏　－熱中症を防止するた
めに－

丸山 剛虎、中村 幸樹、
濵田 宇乃、笹尾 咲寧、
白石 華望、岡本 千春、
稲谷 綾乃

愛媛県立大洲高等学校 2年生

作品名 作者名 学校名・学年

首都直下型地震を想定した一都三県におけるSCU配置問
題 川崎 栞菜、亀山 寧々 豊島岡女子学園高等学校 2年生

新たな立体パズルの開発 郡山 翔、中平 侑希 西宮市立西宮高等学校 2年生

複数タイプの“歪み絵”を一度に出力するプログラムの制作
～数学とプログラミングによる文化の再生と保存～ 椙村 悠志、利川 晴太郎　 大阪教育大学附属高等学校天王

寺校舎 2年生

倒壊解析シミュレーションによる筋交いの配置の効果 榎本 梗一郎、相馬 一茉
里、元永 悠斗 兵庫県立宝塚北高等学校 2年生

ある日、人里でクマさんに出遭った～　なぜ人里で目撃さ
れるクマが増えたのか？ 長岡 杏佳、永崎 愛衣子 光塩女子学院中等科 2年生

奨励賞（5作品）

最優秀賞（1作品）
作品名 作者名 学校名・学年

クリアファイル切断時に断面が接着する原因の分析とその
応用

河村 拓海、高倉 涼、
高橋 佑介 愛媛県立三島高等学校 2年生

表　受賞作品のリスト

選考委員賞（5作品）
作品名 作者名 学校名・学年

ボトルネックで起こる渋滞の解析 田坂 紘太郎、櫻井 優樹 広尾学園高等学校 2年生

湿地に生息するセイタカアワダチソウの形態の変異につ
いて 白濱 羽菜 須磨学園高等学校 3年生

風力発電におけるプロペラの最適解 及川 姫奈、阿部 匠登、遠
藤 玲奈 市立札幌旭丘高等学校 2年生

ジャイロ効果の新たな活用法 神原 悠介、高橋 陽翔、頼 
庚輝 西宮市立西宮高等学校 2年生

炎の通電作用 菊池 真人、近藤 弘規 広島三育学院高等学校 2年生

ジュニア奨励賞（4作品）
作品名 作者名 学校名・学年

豆苗栽培大作戦～短期間栽培での最良条件とは～ 大石 萌音、近藤 帆夏 光塩女子学院中等科 2年生

夜間にAEDが使えない！～杉並区の夜間使用可能なAEDを
増やすには～ 園田 有彩 光塩女子学院中等科 3年生

「通勤時の乗降をスムーズに ～ドア横スペースと、ドア開閉
時の乗降客の流れを分析～ 」 大久保 奈月 東京大学教育学部附属中等教育

学校 1年生

なぜ日本人はマスクを外せないのか　～通学電車での観
察と女子中学生のアンケートから～ 小嶋 優希 光塩女子学院中等科 2年生

https://www.musashino-u.ac.jp/academics/faculty/engineering/mathematical_engineering/mathematical_engineering_contest.html
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楠岡近似のイメージ図

金融数理：不確実性を制御する数理ファイナンスの世界

　現代社会において、金融は経済活動の
血液として、重要な役割を果たしてい
ます。金融の元来の役割は、資金に余
裕がある人から必要な人に対してお金を
融通することでしたが、近代社会にお
いては、将来の不確実性（リスク）を管
理することも金融の重要な役割となって
います。例えば、将来の事故や病気に備
える保険、金融商品の価格変動に応じて
支払いが生じる金融派生商品（デリバテ
ィブ）などは、リスクに備えるための商
品です。これらの金融商品を設計し、そ
の価格を適切に評価し、管理するために
は、高度な数学、特に確率論が不可欠と
なります。本稿では、数理ファイナンス
という応用数学の一分野に焦点を当て、
デリバティブの価格付けとリスク管理を
中心に、その概要を紹介します。
　数理ファイナンスは、金融市場におけ
る様々な問題を数理モデルを用いて解析
する学問分野です。その中でも、デリバ
ティブの価格付けとリスク管理は、数理
ファイナンスの中核となるテーマです。
デリバティブとは、株式や債券などの原
資産からの将来時点の価格に応じて支払
いが生じる金融商品で、オプションや先
物などが代表的です。例えば、日経平均
株価のコールオプションは、将来のある
時点の満期日までに、あらかじめ定めら

れた価格で日経平均株価を買い付ける権
利です。
　数理ファイナンスは、高度な数学を用
いて将来の資産価格の予測を行う分野で
あるとしばしば誤解されます。しかし、
実際には、将来の価格を予測するのでは
なく、無裁定（初期投資なしに確実の利
益をえることはできない）、複製（ある
金融商品と同じ支払いを、別の金融商品
を保有することで行う）といった原理に
基づき、リスクをなくすために必要な費
用として価格を算出します。例えば、日
経平均株価のコールオプションの価格
は、原資産の株式と現金をいくら保有す
るとコールオプションと同じ支払いが可
能となるかといった考えに基づき、価格
を決めることができます。
　この価格計算に、確率微分方程式が用
いられ、確率微分方程式の高精度な数値
計算は、金融機関のデリバティブ・ビジ
ネスにおいて、競争力を左右するほど重
要なものとなっています。デリバティブ
の価格を正確に計算し、リスクを適切に
管理することは、金融機関の収益に大き
く影響するためです。この数値計算の技
術には、現代数学の様々な分野が総動員
され、今現在も日進月歩で技術が進化し
ています。そこでは、日本人数学者も多
く活躍しており、「楠岡近似」と呼ばれ

る確率微分方程式の高次弱近似の理論な
ども知られており、デリバティブ実務上
の具体的に問題に対し、既存手法比、約
5,000倍以上の高速化が可能となるこ
とも知られています。
　数理ファイナンスは、金融市場の安定
に貢献するだけでなく、新たな金融商品
の開発にも役立っています。このよう
に、数理ファイナンスや確率微分方程式
の数値解析は、現代社会において不可欠
な分野となっています。今後も、数理フ
ァイナンスの発展を通じて、より安全で
効率的な金融市場が実現されることが期
待されます。

所属：工学部 数理工学科 准教授
専門：数理ファイナンス、確率微分方程式の数値解析
学位：博士(工学) 東京工業大学
所属学会：日本数学会、日本応用数理学会、日本ファイナンス学会

学歴： 名古屋大学理学部数理学科卒業後、東京工業大学イノベーションマネジメント研究科博
士課程を修了

職歴：三菱UFJ銀行、SMBC日興証券、日本銀行を経て、2024年4月より現職

篠崎 裕司（SHINOZAKI, Yuji）
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Fig. 3 :  認識距離が与える密度勾配への影響．
点線より実線の方が、認識距離がより短
い場合である．

Fig.2 :  coth型特異積分核に対応する複素領域Fig.1 :   有限認識効果をもつ特異積分を持つ非線形
偏微分方程式．ρが車の密度を表す．

解ける方程式と交通流: 認識距離を導入した非線形可積分系の数理と応用

　人類は水や風の力を活用しながら、文
化や文明を発展させてきました。古代エ
ジプト時代、水の流れを巧みに利用して
物資を運び、豊かな都市国家を築き上げ
たことが知られています。ピラミッドの
建設過程でも、水路や河川交通の技術が
用いられたという説があるほどです。時
代が進むにつれ、風の流れを活かして飛
行機を作り出し、今では世界各地へ移動
できるようになりました。さらに航空技
術は進歩を続け、宇宙へ行くことも可能
となり、その応用範囲は絶えず広がって
います。
　しかし、「流れ」という現象は、水や
風に限りません。都市の交通渋滞やショ
ッピングモール・イベント会場で見かけ
る人の列、空を舞う鳥の群れ、人体をめ
ぐる血液、さらにはコンピュータネット
ワーク上を駆け巡るデータの移動も、一
種の「流れ」として捉えることができま
す。実際の実験によって、これらの「流
れ」にも水や風の流体現象に類似したパ
ターンや波動が見られることがわかって
きました。
　一方、大規模な交通や群集の実験を行
おうとすると、道路封鎖のコストや事故
リスクといった経済的・倫理的な問題が
伴い、現実には容易に実施できません。
そこで、数理モデルを構築し、数値シミ
ュレーションや理論解析を通じて現象を
理解・制御するアプローチが有効だと考
えられています。

　水や風の運動を記述する数理モデル
と し て は、Navier‒Stokes 方 程 式 や 
Burgers 方程式が知られており、これ
らは交通流のモデルとしても解析されて
きました。その中で、渋滞が後方へ伝播
していく様子などを説明できることがわ
かっています。しかし、車や人には自己
駆動力や認知能力が備わり、運転者の視
野が影響を与えるため、水や空気の分子
とは異なる特性を示します。そこで、
Burgers 方程式に運転者の認識距離を
表す特異積分を導入した非線形偏微積分
方程式を提案しました(Fig.1)。
　この方程式を詳しく調べる過程で、可
積分系という豊かな数理構造が備わって
いることが判明しました。可積分系と
は、厳密解を持ち、複数の保存量が存在
するなど、良い性質をもつ系です。厳密
解が得られることで、パラメータや初期
値・境界条件の変化が解へ与える影響を
正確に把握できるという大きな利点があ
ります。この方程式は、複素領域におけ
る可積分系の解に解析性を課すリダクシ
ョンを行うことで、自然に境界値として
現れます(Fig. 2)。実際に厳密解を用い
て、運転者の認識距離が交通流に与える
影響を詳しく調べると、認識距離の違い
によって流れが急激に詰まるなどの現象
が浮かび上がり、交通流をより現実に近
い形でモデル化できることがわかりまし
た(Fig.3)。
　人類が古代エジプトの時代から水や風

の流れを使いこなし、文明を発展させて
きたように、交通や群集の流れも適切に
デザイン・制御すれば、安全かつ高速な
移動技術が確立され、大きな価値を生み
出せるはずです。近年は、自動運転技術
が急速に発展しており、こうした認識効
果に関する知見は重要であると考えてい
ます。
　武蔵野大学に着任後、多くの共同研究
者や学生に恵まれ、非可積分系の爆発現
象を可積分系のアイデアで捉える試み
や、自然言語処理を幾何学的に考える研
究など、新たな分野にも取り組んでいま
す。ある幾何学的性質を調べることが微
分方程式の解析に帰着し、慣れ親しんだ
手法が活用できたことは、数学の抽象性
が持つ懐の深さをあらためて実感しまし
た。また、最近ではオリンピック競技の
スポーツを確率モデルで分析し、その成
果が競技力向上に活用されることも経験
し、数学が持つ具体的な問題解決力や価
値創造力を改めて感じています。数学そ
のものを深めていく方向と、社会課題を
解決し現実をよりよくしていく方向は、
同じ方向を目指していると思います。こ
れらを両輪として、今後も数理工学の研
究を楽しみながら進めていきたいと考え
ています。
参考文献) K. Higashi, “Non-local time 

evolution equation with singular integral 

and its application to traffi c fl ow model”, 

Phys. Scr. 99, 085212 (2024).

所属：工学部　数理工学科　助教
専門：非線形波動、可積分系、現象数理
学位：博士(数理科学)東京大学
所属学会：日本応用数理学会

学歴： 武蔵野大学工学部数理工学科を卒業後、東京大学大学院数理科学研究科修士課程、同大学大学院博士課程を
修了。

職歴：2024年4月より現職。

東 康平（HIGASHI, Kohei）
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【問い合わせ先】
武蔵野大学　数理工学センター
住所：〒 135-8181  東京都江東区有明 3-3-3
　　　武蔵野大学有明キャンパス 4号館 404 室
Tel : 03-5530-7333（代表）
Web site : https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/
note: https://note.com/mcme

MCMEニュースレターは、第 10号となりました。年間を通して note を活用し、タイムリーにニュースを発信するようになったため、ニュースレターをまとめる作業が非常に簡単になり
ました。一方、カード会社などの情報誌もどんどんデジタル化が進んでいます。紙媒体の頃は楽しみにしていたのですが、デジタル版になると全く読まなくなってしまいました。どうやら、
発信する情報の内容に合わせた媒体選びが重要なようです。DU

武蔵野大学数理工学センター  センター員の紹介

阿部 修治 （武蔵野大学工学部数理工学科 教授）
専門分野 ： 材料科学／システム工学

上山 大信 （武蔵野大学工学部数理工学科 教授）
専門分野 ： パターン形成／シミュレーション

木下 修一 （武蔵野大学工学部数理工学科 教授）
専門分野 ： 統計物理学／ネットワーク科学

櫻井 建成 （武蔵野大学工学部数理工学科 教授）
専門分野 ： 非線形科学／非平衡開放系物理学

高石 武史 （武蔵野大学工学部数理工学科 教授）
専門分野 ： 数値シミュレーション／数理モデル

由良 文孝 （武蔵野大学工学部数理工学科 教授）
専門分野 ： 応用数学

篠崎 裕司 （武蔵野大学工学部数理工学科 准教授）
専門分野 ： 数理ファイナンス／確率微分方程式の数値解析

松家 敬介 （武蔵野大学工学部数理工学科 准教授）
専門分野 ： 数学解析／数学基礎 ・ 応用数学

佐々木 多希子 （武蔵野大学工学部数理工学科 准教授）
専門分野 ： 偏微分方程式

森　竜樹 （武蔵野大学工学部数理工学科 講師）
専門分野 ： 応用数学／計算機援用数学

東　康平 （武蔵野大学工学部数理工学科 助教）
専門分野 ： 非線形波動／可積分系／現象数理

真原　仁 （武蔵野大学数理工学センター 特別研究員）
専門分野 ： 非線形科学／遠隔医療

時弘 哲治 （武蔵野大学工学部数理工学科 教授）
専門分野 ： 応用数学

センター長

センター員

（嘱託職員） 岩本 久美、 大井 史絵、 佐藤 紀志雄

（客員研究員）  薩摩 順吉（東京大学 名誉教授、武蔵野大学 名誉教授）
（客員研究員）  坪井　俊（東北大学知の創出センター 副センター長）
（客員研究員） 神谷　亮（神奈川工科大学教育開発センター 講師）
（客員研究員）  竹内 康博（青山学院大学理工学部 客員教授）
（客員研究員）  田中 健一郎（東京科学大学情報理工学院 数理・計算科学系 教授）
（客員研究員）  辻川　亨（宮崎大学 名誉教授）
（客員研究員）  友枝 明保（関西大学総合情報学部 教授）
（客員研究員）  西川 哲夫（武蔵野大学 客員教授）
（客員研究員）  間田　潤（日本大学生産工学部 教授）
（客員研究員）  松木平 淳太（龍谷大学理工学部数理情報学科 教授）
（客員研究員）  森田 善久（龍谷大学 名誉教授）
（客員研究員）  山中　卓（青山学院大学理工学部 准教授）
（客員研究員）  四ッ谷 晶二（龍谷大学 名誉教授）
（客員研究員）  渡邉　聡（株式会社KDDI総合研究所 AI部門）

事務スタッフ

客員スタッフ


